
　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

玉

井

北

男

選

竹
皮か
わ

の
落
つ
る
音
聞
く
静し
じ
ま寂
か
な　
　
　

渡
部
喜
生

絵
筆
手
に
紙
風
船
の
花
ぐ
も
り　
　
　
　

森　

隆
子

水
の
香
の
初
夏
と
な
り
を
り
流
れ
つ
つ　

大
森
妙
子

麗
ら
か
や
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
の
音
弾
み　
　

森
本
郁
子

渾
身
の
力
で
開
く
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　
　
　

三
谷
福
美

行ゆ

く
春
の
叩は
た

き
持
つ
手
の
軽
さ
か
な　
　

越
智
幸
子

本
降
り
と
な
り
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
皆
崩
る　

菅　

正
子

灘
の
風
海
へ
散
り
ゆ
く
桜
か
な　
　
　
　

三
好
清
信

　
　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

平

尾

忠

文

選

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
一
本
づ
つ
の
自
己
主
張　

三
谷
福
美

友
か
ら
の
愚
痴
と
自
慢
の
長
電
話　
　
　

近
藤
美
鶴

反
省
で
心
の
ね
じ
を
巻
き
直
す　
　
　
　

近
藤
忠
夫

お
洒
落
す
る
心
も
老
い
の
エ
チ
ケ
ッ
ト　

神
尾

子

出
か
か
っ
た
口
を
押
さ
え
て
丸
く
住
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
原
恵
美
子

春
う
ら
ら
庭
に
満
開
孫
と
花　
　
　
　

越
智
富
美
子

返
事
な
い
風
の
電
話
に
も
ら
い
泣
き　

木
内
キ
ヌ
エ

気
楽
だ
が
一
人
身
と
い
う
淋
し
い
日　

手
島
み
ど
り

　
短
　
歌	

　
　
　
　
　

田

坂
　

幸

選

石
垣
の
高
き
に
聳そ
び

え
咲
き
満
ち
る
年
輪
重
ね
し
古
木

の
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
淑
子

小
包
を
解
け
ば
嬉
し
も
兄
姉
の
心
の
こ
も
る
名
代
の

お
で
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
山
荘
一
郎

黄
菖し
ょ
う
ぶ蒲
の
蕾

つ
ぼ
み

出
揃
ふ
堀
割
を
緋
鯉
ゆ
る
り
と
吾
に
近

寄
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
本
郁
子

木
の
橋
を
歩
く
足
音
低
く
せ
よ
諸も
ろ
こ子
の
群
が
水
底
泳

ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
ヒ
ロ
子

熊
本
へ
終
日
心
震
へ
を
り
尽
く
す
術
な
き
老
い
の
悲

し
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
幸
子

友
ら
は
や
背
丈
伸
び
た
る
孫
の
ゐ
て
吾
は
初
孫
の
生あ

る
る
夏
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

余
吾
秀
利

干
す
時
は
手
に
重
か
り
し
敷
布
団
夕
べ
量
増
え
日
の

匂
ひ
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
ト
シ
子

草
引
き
の
出
来
る
幸
せ
語
り
合
ふ
視
線
の
先
に
肥
後

の
国
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村
三
重
子

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
で
作
成
し
、
俳
句
・

川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を

振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月

１
日
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
４
（
直
通
）

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集
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　この３月、私は12日間の西条高校イギリス・スタ

ディツアーに参加しました。

　ツアー中、京セラソーラーＦＣ新居浜とケンブリッ

ジ大学をスカイプでつなぎ、持続可能なエネルギー利

用について英国で調査したことを発表しました。他に

も、ケンブリッジ大学の先生によるセミナーを受け、

自分たちの研究も発表しました。また、産業革命発祥

の地である世界遺産アイアンブリッジでは、施設の見

学と技術者とのセッション、そしてマンチェスターで

はグリニッジ大学博士の講義、ロンドンではロンドン

大学博士によるセッションなど、多くの研修を体験し

ました。

　中でも、トゥーローカレッジの学生たちと一緒に受

けた講義・実験には感動しました。その講義では、学

生が積極的に発言をして楽しく学んでいて、日本の授

本物に触れて、
　　感動から創造へ

Your Friendly NeighborsYour Friendly Neighbors
世界のゆかいな仲間たち

今回のフレンド

宮地ともみ

西条高校２年生（写真右）

№114

業とは雰囲気が違っていました。私は、あらためて相

手の考えを受け入れつつ、自分の考えを伝えることの

大切さを実感しました。この経験を通して、枠には

まった答えではなく、失敗を恐れずに積極的な発言や

行動をすることが、物事の理解や解決につながり、自

己の成長にもつながることに気がつきました。

　

　今回のツアーで、私の中で何かが変わった気がしま

す。「自分が変わらなければ周りは変わらないし、世

界も変わらない。そして、何事もやらなければ、次へ

の進歩がない」そう思うようになりました。私にこの

ような体験をさせてくれた全ての人たちに感謝してい

ます。


